
























































































































のために尽力する志をもっ 人）的傾向があり、将来日本にとって大きな憂い、大きな心配となるの ロシアだとおもった（ 「予が半生の懺悔」 ） 。

































































































































































































































































市）についた。午後二時、出航。当地から旅客が多数のり込んだ め、相客もふえた。豪雨となり、船ははげしく動揺し、テーブルよりビンや食器が床におちた。夕方、船客のほとんどは 船室にこもっ （ 「手帳二十一」 ） 。
二葉亭は、一等の船客であったから、部屋はきれいだったし、食事も三度とも西洋料理であっ 本人にいわせると、物ごいだった者が、一足










































































































































































































































































































































（八ルーブリ四〇コペイカ） 。午後四時、 『ロシアの言葉』を訪ね、ついで『ロシア通信』を訪問し、ソボレフスキー記者と会った。同人に原稿を送ることを約束した。この日使 金およびホテルへの支払いは、つぎのようなものであった。






































































































































































































































昭和四十五年（一九六八）と四十九年（一九七四）の夏に二度、ここを訪ねたが、いずれもあいにく住人が不在で、部屋をみることができなかった。十川信介は、安井亮平から紹介された女性通訳二名とともに、 「うす暗く くずれかけた階段を上って」 、四十号室のがんじょうなドァのまえにたどり着いた。当時の住人は、五〇歳台 バスの運転手の家族六人であった。幸い主人は非番で在宅していたので 中に入れてもらえた。その報告が、 「ペテルブルグの二葉亭」である。
どの報告もおもしろいのだが、文字だけの説明だと具体的なイメージをつくることがむずかしく、写真や図や地図が添えられていると理解しや




































































だから二葉亭は、二ヵ月ほど食事を近所の食堂やレストランですませたようである。かれがロシアに来て 日本と大きな違いがあると思ったのは、気候であっ 。日本なら暑さを覚えるのに、外出しても汗を ゝぬことであった。
露都に着いたとき、東京見物のお上りさんのように、キョロキョロしどおしであったという。夜九時ともなれば、そろそろ屋内に電気をつける必要はあったが、すっかり暗くなる は十一時すぎである。ところが二、三時間 て、午前二時ごろになる う夜 明けるのである。






眠れなくなり、やむなくブドウ酒、コニャック ウォッカを一杯引っかけ その勢いで寝ようとするが、二時間ほどすると酔いがさめ、また眠れなくなる。そのため頭は始終もうろうとしている。とても通信文をかくど はな 。ロシア紙をよんで 電報を打つのがやっとである。










































































































































































































































































































































































かれの病気は ずっと以前からその兆しがあったよ で 一ヶ月ほど自宅療養をやってみたけど、毎日三八、九度の熱があり、それが取れなか
った。
















































































































































































































































































































































































































二葉亭は、人間をどのように観ていたのか。かれの見ると ろ、人間とは獣的な欲望をも た動物であり、やることといえば、食う 飲む














































































































婦が連隊にちかずくことを禁じる布告にくわえ、警察に怪しい家（酒場、とばく場 遊女屋）を一掃するよう命じた。一七六二年、堕落した女を収容していた施設が、カリンキン病院と名を変えた。兵士 性病をうつした女性患者らがそこに入れられていたのだが、治療がすむと 彼女らはシベリヤの鉱山に送られた。
エカテリーナ二世は、梅毒をおそれ、その子のパウロ一世 一八〇〇年にアル中の女、わいせつ行為をする女、ふしだらな女を、シベリアに





































































































































































それにしても二葉亭は、 までこの女性のために、 ヵ月の生活費（七〇ルーブリ） もひとしい大金を使ったことがわか かれはいっと




































あいだに、ドウカあった場合、役にたつ基礎 すえに行くんだョ。君もそのうちに早くやって来たまえ。という意味のことをいったという（大庭柯公「対露西亜の『長谷川君』 」 。
二葉亭は、平生、ロシアの新聞や雑誌をよみ、その論調を通じて、日本にたいする怨念がふかいことを知っていた。かれは出発前の送別会の席














































































































































































































































































































	 山内は箱館奉行支配調役、田中は同心次男。小沢・大築・市川・緒方ら四名は、開成所の語学けいこ人であった。山内は慶応三年（一八六七）病により帰国した。慶応四年（一八六七）幕府倒壊により、小沢・大築・緒方・田中らは帰国し、市川文吉だけが残留し、プチャーチン伯邸（キロシュナヤ一八番地）に身をよせ、明治 年（一八七三）九月帰国した。同人はのち外務省、外 語学校に勤めたが、四十代で隠遁生活に入った。
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